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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月12日(2019.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の部分と第２の部分とを備えるフレームを生成することと、ここにおいて、前記フ
レームの前記第１の部分が、ショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）、チャネル推定
シーケンス（ＣＥＳ）またはヘッダのうちの少なくとも１つを備え、前記フレームの前記
第２の部分がデータペイロードを備える、
　複数のチャネル上での送信のために前記フレームの前記第１の部分を出力することと、
前記複数のチャネルの各々がそれぞれの中心周波数を有する、
　ボンディングされたチャネルを形成するために前記複数のチャネルのうちの少なくとも
２つのチャネルをボンディングすることと、
　前記複数のチャネルのうちの１つまたは複数の各々の前記中心周波数をシフトすること
と、ここにおいて、前記中心周波数シフトの後、前記複数のチャネルのうちの２つの隣接
チャネルのエッジサブキャリア間の間隔はサブキャリア間の間隔の整数倍である、
　前記中心周波数シフトの後に前記複数のチャネル上での送信のために前記フレームの前
記第２の部分を出力することと、前記複数のチャネルが、前記ボンディングされたチャネ
ルを含む、
を備える、方法。
【請求項２】
　前記フレームの前記第１の部分が、シングルキャリア（ＳＣ）送信モードを使用する送
信のために出力され、前記フレームの前記第２の部分が、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ
）送信モードを使用する送信のために出力される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記中心周波数シフトがマイナス２．５８ＭＨｚからプラス２．５８ＭＨｚの間である
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記中心周波数シフトの後に、前記複数のチャネルの各々の前記中心周波数が周波数グ
リッドの複数の周波数位置の各々と整合され、ここにおいて、前記周波数グリッドの前記
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複数の周波数位置がほぼ均等に離間される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記フレームの前記第２の部分が、複数のキャリアを介した前記複数のチャネル上での
送信のために出力され、前記複数のキャリアの各々が、前記周波数グリッドの前記複数の
周波数位置の各々と整合される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のキャリアが複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアを備える、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記フレームの前記第２の部分が、複数のキャリアを介した前記チャネル上での送信の
ために出力され、
　前記中心周波数シフトの後に、前記チャネルの前記中心周波数間の間隔が、４１８×キ
ャリア間隔、４１９×キャリア間隔、または４２０×キャリア間隔のうちの１つに等しい
、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　第１の部分と第２の部分とを備えるフレームを生成すること、ここにおいて、前記フ
レームの前記第１の部分が、ショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）、チャネル推定
シーケンス（ＣＥＳ）またはヘッダのうちの少なくとも１つを備え、前記フレームの前記
第２の部分がデータペイロードを備える、
　を行うように構成された処理システムと、
　　複数のチャネル上での送信のために前記フレームの前記第１の部分を出力すること、
前記複数のチャネルの各々がそれぞれの中心周波数を有する、
　を行うように構成されたインターフェースと
を備え、ここにおいて、前記処理システムが、
　　前記複数のチャネルのうちの１つまたは複数の各々の前記中心周波数をシフトするこ
とと、ここにおいて、前記中心周波数シフトの後、前記複数のチャネルのうちの２つの隣
接チャネルのエッジサブキャリア間の間隔はサブキャリア間の間隔の整数倍である、
　　ボンディングされたチャネルを形成するために前記複数のチャネルのうちの少なくと
も１つをボンディングすることと
　を行うようにさらに構成され、ここにおいて、前記インターフェースが、
　　前記中心周波数シフトの後に前記複数のチャネル上での送信のために前記フレームの
前記第２の部分を出力すること、ここにおいて、前記複数のチャネルが、前記ボンディン
グされたチャネルを備える、
　を行うようにさらに構成される、装置。
【請求項９】
　前記フレームの前記第１の部分が、シングルキャリア（ＳＣ）送信モードを使用する送
信のために出力され、前記フレームの前記第２の部分が、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ
）送信モードを使用する送信のために出力される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記中心周波数シフトがマイナス２．５８ＭＨｚからプラス２．５８ＭＨｚの間である
、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記中心周波数シフトの後に、前記複数のチャネルの各々の前記中心周波数が周波数グ
リッドの複数の周波数位置の各々と整合され、ここにおいて、前記周波数グリッドの前記
複数の周波数位置がほぼ均等に離間される、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記フレームの前記第２の部分が、複数のキャリアを介した前記複数のチャネル上での
送信のために出力され、前記複数のキャリアの各々が、前記周波数グリッドの前記複数の
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周波数位置の各々と整合される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記複数のキャリアが複数の直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）サブキャリアを備える、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記複数のチャネルのうちの１つの前記中心周波数が、前記中心周波数シフトの前に前
記周波数グリッドの前記周波数位置のうちの１つとすでに整合されている、請求項１１に
記載の装置。
【請求項１５】
　前記フレームの前記第２の部分が、複数のキャリアを介した前記チャネル上での送信の
ために出力され、
　前記中心周波数シフトの後に、前記チャネルの前記中心周波数間の間隔が、４１８×キ
ャリア間隔、４１９×キャリア間隔、または４２０×キャリア間隔のうちの１つに等しい
、
請求項８に記載の装置。
【請求項１６】
　前記キャリア間隔が５．１５６２５ＭＨｚにほぼ等しい、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　受信機を介して、複数のチャネル上でフレームの第１の部分を受信することと、ここに
おいて、前記フレームの前記第１の部分が、ショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）
、チャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）またはヘッダのうちの少なくとも１つを備え、前記
複数のチャネルの各々がそれぞれの中心周波数を有する、
　前記複数のチャネルのうちの１つまたは複数の各々の前記中心周波数がシフトされた場
合、前記受信機の周波数をシフトすることと、ここにおいて、前記複数のチャネルのうち
の１つまたは複数の各々の前記中心周波数がシフトされた場合、前記複数のチャネルのう
ちの２つの隣接チャネルのエッジサブキャリア間の間隔はサブキャリア間の間隔の整数倍
である、
　前記受信機周波数シフトの後に、前記受信機を介して、ボンディングされたチャネルを
含む前記複数のチャネル上で前記フレームの第２の部分を受信することと、ここにおいて
、前記フレームの前記第２の部分がデータペイロードを備え、前記複数のチャネルのうち
の少なくとも２つのチャネルが、前記ボンディングされたチャネルを形成するためにボン
ディングされる、
　第１の情報を取得するために、前記フレームの前記受信された第１の部分を処理するこ
とと、
　第２の情報を取得するために、前記フレームの前記受信された第２の部分を処理するこ
とと
を備える、方法。
【請求項１８】
　前記第１の情報が、チャネル推定値、フレームタイミング情報またはヘッダ情報のうち
の少なくとも１つを備え、前記第２の情報が前記データペイロード中のデータを備える、
請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記フレームの前記第１の部分が、シングルキャリア（ＳＣ）送信モードを使用して受
信され、前記フレームの前記第２の部分が、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）送信モード
を使用して受信される、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記受信機の前記周波数をシフトすることが、マイナス２．５８ＭＨｚからプラス２．
５８ＭＨｚの間で前記受信機の前記周波数をシフトすることを備える、請求項１７に記載
の方法。
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【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　受信機を介して、複数のチャネル上でフレームの第１の部分を受信するように構成され
たインターフェースと、ここにおいて、
　　前記フレームの前記第１の部分が、ショートトレーニングフィールド（ＳＴＦ）、チ
ャネル推定シーケンス（ＣＥＳ）またはヘッダのうちの少なくとも１つを備え、
　　前記インターフェースがまた、前記受信機を介して、ボンディングされたチャネルを
備える前記複数のチャネル上で前記フレームの第２の部分を受信するように構成され、
　　前記フレームの前記第２の部分がデータペイロードを備え、
　　前記複数のチャネルの各々がそれぞれの中心周波数を有する、
　処理システムと
を備え、前記処理システムが、
　　前記フレームの前記第１の部分の受信と前記フレームの前記第２の部分の受信との間
で前記複数のチャネルのうちの１つまたは複数の各々の前記中心周波数がシフトされた場
合、前記受信機の周波数をシフトすることと、ここにおいて、前記中心周波数がシフトさ
れた場合、前記複数のチャネルのうちの２つの隣接チャネルのエッジサブキャリア間の間
隔はサブキャリア間の間隔の整数倍である、
　　前記ボンディングされたチャネルを形成するために前記複数のチャネルのうちの少な
くとも２つのチャネルをボンディングすることと、
　　第１の情報を取得するために、前記フレームの前記受信された第１の部分を処理する
ことと、
　　第２の情報を取得するために、前記フレームの前記受信された第２の部分を処理する
ことと
　を行うように構成される、装置。
【請求項２２】
　前記第１の情報が、チャネル推定値、フレームタイミング情報またはヘッダ情報のうち
の少なくとも１つを備え、前記第２の情報が前記データペイロード中のデータを備える、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記フレームの前記第１の部分が、シングルキャリア（ＳＣ）送信モードを使用して受
信され、前記フレームの前記第２の部分が、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）送信モード
を使用して受信される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記受信機の前記周波数シフトがマイナス２．５８ＭＨｚからプラス２．５８ＭＨｚの
間である、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記２つの隣接チャネルの前記エッジサブキャリア間の前記間隔が、前記中心周波数シ
フトの前に前記サブキャリア間の前記間隔の整数倍ではない、請求項１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記複数のチャネルのうちの１つの前記中心周波数がシフトされない、請求項１に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記フレームの前記第１の部分と前記第２の部分とを送信するように構成された送信機
をさらに備え、ここにおいて、前記装置が、ワイヤレスノードとして構成される、請求項
８に記載の装置。
【請求項２８】
　前記フレームの前記第１の部分と前記第２の部分とを受信するように構成された前記受
信機をさらに備え、ここにおいて、前記装置が、ワイヤレスノードとして構成される、請
求項２１に記載の装置。
【請求項２９】
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　前記複数のチャネルのうちの１つの前記中心周波数が、前記周波数シフトの前に前記周
波数グリッドの前記周波数位置のうちの１つとすでに整合されている、請求項４に記載の
方法。
【請求項３０】
　前記キャリア間隔が５．１５６２５ＭＨｚにほぼ等しい、請求項７に記載の方法。
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